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研究成果の概要（和文）：研究報告書には、「モダン・ポストモダン」「ポピュラー（民衆的）」

「日常性」「美術館」の４概念についての研究を収録する。それぞれについて、概念的定義を与

え、歴史的な展開（事実と概念／理論）をたどり、今日的問題点を指摘している。また、「直感

的・美的」「感情・情緒・感動」「感性・感受性」についての研究を継続中で、このうち、感情

／感性に関する英文の論文を脱稿した。 
 
研究成果の概要（英文）：I publish in the Scientific Report four studies on the following 
concepts:“Modern/Postmodern” , "Popular", "Everydayness" and "(Art)Museum".  On them, 
I give the definition, follow the historical development (facts and theories), and present 
their problematic aspects in our days. Besides, I have been working on "aesthetic", 
"feeling/emotion", "sensibility".  I recently wrote an English paper on the sensibility 
as the faculty of feeling for the journal Diogenes.   
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１． 研究開始当初の背景 
(1) 長らく安定していた美学の様式（問題意

識の在り方、主要なテーマ等々）が、激
変しつつある、という事情が根底にある。
この変化の意識は、日本よりも海外にお
いて強い。 

(2) 具体的には、１９９５年に刊行した『美
学辞典』では、現状に対応しがたくなっ
てきた。これは２５の基礎概念を取り上

げたものだが、その視野は基本的に近代
的である。 

(3) そこでこれを補完する１巻を企て、特に
新しい分野の研究を志し、平成１６～１
８年度に受給した科研費による研究（課
題番号１６５２００７３）を継続するの
が本研究である。 
 

２．研究の目的 

機関番号：３２６６５ 

研究種目：基盤研究（C) 

研究期間：2007～2010 

課題番号：１９５２０１１３ 

研究課題名（和文） 美学における基礎概念の研究 

                     

研究課題名（英文） Studies on Basic Concepts in Aesthetics 

 

研究代表者 

佐々木 健一（SASAKI KENICHI） 

日本大学・文理学部・教授 

 研究者番号：８００１１３２８ 



 

 

(1) 上記の「背景」に示したように、他の分
野同様、美学もまた、文明の動向を受けて激
動期にあり、変革せざるを得ない状況におか
れている。第一の目的は、美学の新しいすが
た、その未来像を示すことである。 
(2) 具体的には、上記『美学辞典』第２部を
完成させたい。それが、現に議論されている
新しい主題のなかで、未来に続くと見られる
ものについて、基礎的本質的な知識を集成す
ることである。 
 
３．研究の方法 
(1) いかなる概念が重要かの見極めが重要
になる。かつてはどの美学書も共通して論じ
ている概念があった。その視野からの言わば
逸脱をもくろむ以上、この基礎概念の識別が
重要課題である。雑誌の目次や、国際会議の
プログラム、更には海外の研究者たちとの討
論を通じて、これを探る。 
(2) 概念を選択したうえは、研究方法は古典
的である。広範な資料を読み、そこに示され
た知見を集約し、論考として書き下ろす。 
 
４．研究成果 
研究報告書には、「モダン・ポストモダン」「ポ

ピュラー（民衆的）」「日常性」「美術館」の

４概念についての研究を収録する。 

(1)「モダン」すなわち近代とはルネサンス

以降の時期に確立した神抜き、人間中心の文

明を「新しい」ものとする人びとの自覚を表

す。具体的には民主政治と人権、非永遠性と

進歩、歴史的相対性などがその中核をなす。

新旧論争を先駆的兆候とし、１８～１９世紀

の変わり目頃その意識は定着する。他方「ポ

ストモダン」は１９８０年代頃現れてきた変

化の意識で、個性＝独創性の価値観の後退、

文化の階層的区別の希薄化、画一化の進行、

文化の商品化などを特徴とする。 

(2)「民衆的」文化は、それとの差別化が近

代の藝術概念を成立させたもとである。否定

されつつも民衆性＝民族性への意識も覚醒

し、ロマン主義の１契機となった。大衆文化

の伸長に対する危機意識（ニーチェ、オルテ

ガ）にも拘わらず、科学技術の成果としての

複製技術（ベンヤミン）は藝術の大衆化を圧

倒的に現実化し、その積極的な価値づけの理

論も現れてきている。 

(3)「日常性」はながらく文化の背景にすぎ

なかったが、２０世紀になるとそれこそが真

の現実との見方が現れてくる。シュルレアリ

スム、ベンヤミン、Ｒ・バルト、ルフェーブ

ルらにおいて顕著な思想であり、昨今では

「日常性の美学」が衣食住の美的な側面につ

いての研究を展開している。 

(4)「美術館」は有力者の booty に由来する

コレクションを核として、フランス革命の時

期に藝術の場所として各地に生まれた。その

指導原理となったのは、新しい政治理念とし

ての民族主義であり、かつ、歴史意識にもと

づく展示法が開拓された。その自律的藝術観

は近代美学の正統となったが、それに対する

批判は古くからあり、近年の「略奪美術品」

返還要求運動は、美術館の原初の在り方の問

い直しでもある。 

(5)この他、原稿化するに到らなかった研究

継続中の概念として、「直感的・美的」「感情・

情緒・感動」「感性・感受性」がある。この

うち、感情と感性にまたがる主題に関する英

文の論文を脱稿した。『ディオゲネス』誌の

ための原稿だが、本研究が歴史的であるのに

対して、この論考は思索的である。この『デ

ィオゲネス』誌の特集号は「新美学」に関す

るもので、わたし自身が編者で、この企画そ

のものが本研究の成果と言える。わたしの論

文を含め１６篇が収録され、今年中に英語、

フランス語で刊行される予定である。 
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